
休暇制度紹介コーナー⑩

（特別休暇の一種）
ボランティア休暇

【制度概要】
　自発的に、かつ、報酬を得ないで社会に貢献する活動を行
う場合(環境保全、文化若しくはスポーツの振興をはかるた
めの活動等）。

ク
マ
に
襲
わ
れ

て
ケ
ガ
を
す
る
な

ど
の
被
害
が
過
去

最
悪
と
言
わ
れ
て

い
る
。
特
に
東
北

地
方
を
中
心
に
被

害
が
増
え
て
お
り
、

亡
く
な
る
人
も
で

て
い
る
。
最
近
で

は
、
山
中
に
限
ら

ず
、
街
に
現
れ
る
ク
マ
も
増
え

て
い
る
こ
と
か
ら
、
誰
も
が
ク

マ
に
遭
遇
す
る
リ
ス
ク
も
高
い

年
と
な
っ
た
▼
今
年
、
こ
れ
ほ

ど
ま
で
に
ク
マ
の
出
没
が
増
え

て
い
る
原
因
は
、
え
さ
の
ド
ン

グ
リ
が
不
作
で
、
え
さ
を
求
め

て
行
動
範
囲
が
広
が
っ
て
い
る

こ
と
。
ま
た
、
ク
マ
は
嗅
覚
が

優
れ
、
庭
の
柿
や
栗
の
木
に
実

が
残
っ
て
い
た
り
、
生
ご
み
が

外
に
放
置
さ
れ
て
い
た
り
す
る

と
、
そ
の
匂
い
に
ひ
か
れ
街
中

に
入
り
、
そ
れ
を
繰
り
返
す
こ

と
で
人
を
恐
れ
な
く
な
っ
て
い

る
こ
と
な
ど
挙
げ
ら
れ
て
い
る

▼
ク
マ
に
襲
わ
れ
た
際
に
負
う

「
ケ
ガ
」
は
、
当
然
か
す
り
傷

で
済
む
わ
け
が
な
い
。
万
が
一
、

ク
マ
に
遭
遇
し
た
ら
、
背
中
を

向
け
て
走
る
こ
と
は
せ
ず
ゆ
っ

く
り
と
遠
ざ
か
る
な
ど
の
対
処

法
な
ど
を
知
り
、
少
し
で
も
リ

ス
ク
を
軽
減
し
た
い
▼
一
人
ひ

と
り
が
リ
ス
ク
を
減
ら
す
行
動

を
と
る
こ
と
が
自
分
自
身
を
守

る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。
職
場

で
見
え
る
改
善
す
べ
き
課
題
は

何
か
、
仲
間
と
と
も
に
共
有
し
、

改
善
に
は
何
が
必
要
か
話
し
合

う
こ
と
、
時
間
が
か
か
っ
て
も
、

実
践
に
つ
な
げ
て
い
く
努
力
、

遠
回
り
し
て
も
、
課
題
に
背
を

向
け
ず
取
り
組
ん
で
い
こ
う
と

思
う
。

▲内丸緑地で行われたアピール行動のようす

▲内城人事課総括課長に大型ハガキを手渡す佐藤地公共闘議長（左）

▲諸課題について交渉に臨む地公共闘交渉団と
回答する内城人事課総括課長（右）

▲前進回答を求め交渉する県職労交渉団
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岩
手
県
地
方
公
務
員
共
闘
会
議
（
地
公
共
闘
）
は
、
月
例
給
・
一
時
金
の
増
額
改
定
及
び
年

内
差
額
支
給
、
会
計
年
度
任
用
職
員
の
一
時
金
改
善
、
高
齢
層
職
員
の
処
遇
改
善
等
の
諸
課
題

の
改
善
を
求
め
、
10 
月
25
日
、
11
月
１
日
の
２
回
に
わ
た
り
人
事
課
総
括
課
長
交
渉
を
行
っ

た
。
11
月
１
日
ヤ
マ
場
交
渉
で
は
、
地
公
共
闘
各
単
組
か
ら
１
３
０
人
余
り
が
集
ま
り
、
総
決

起
集
会
及
び
内
丸
緑
地
で
の
ア
ピ
ー
ル
行
動
に
よ
り
、
交
渉
団
を
後
押
し
し
た
。
ま
た
、
県
職

労
は
、
県
職
労
独
自
課
題
の
改
善
を
求
め
、
10 
月
26
日
、
11
月
２
日
の
２
回
に
わ
た
り
人
事
課

総
括
課
長
交
渉
を
行
っ
た
。

　

月
例
給
・
一
時
金
に
つ
い
て
、

「
本
県
も
勧
告
通
り
実
施
す
る

方
向
で
12
月
議
会
で
の
条
例
提

案
を
事
務
的
に
詰
め
て
い
る
。

差
額
支
給
は
、
年
内
に
支
給
す

る
方
向
」
と
回
答
し
た
。
会
計

年
度
任
用
職
員
の
月
例
給
の
４

月
遡
及
と
、
常
勤
職
員
と
同
一

（
０
・
１
月
）
の
一
時
金
（
期

末
手
当
）
支
給
月
数
の
改
定
に

つ
い
て
、
月
例
給
は
「
東
北
各

県
と
も
遡
及
改
定
す
る
方
向
で

検
討
し
て
い
る
こ
と
等
を
踏
ま

え
検
討
」、
期
末
手
当
は
「
引

上
げ
の
方
向
で
検
討
。
引
上
げ

幅
は
今
後
詰
め
て
い
く
」
と
回

答
し
た
。

　

会
計
年
度
任
用
職
員
の
一
時

金
に
関
し
、「
勤
勉
手
当
に
つ

い
て
、
来
年
度
（
２
０
２
４
年

度
）
か
ら
支
給
す
る
方
向
で
事

　

会
計
年
度
任
用
職
員
の
勤
勉

手
当
に
つ
い
て
、
評
価
を
含
め

た
「
常
勤
職
員
と
の
均
衡
」
を

示
唆
し
た
た
め
、
人
事
評
価
そ

の
も
の
に
反
対
す
る
と
共
に
、

評
価
原
資
の
取
り
扱
い
も
含
め

て
再
検
討
を
求
め
た
。

　

暫
定
再
任
用
職
員
の
格
付
け

に
つ
い
て
、
「
定
年
引
上
げ
対

象
職
員
に
初
め
て
暫
定
再
任
用

職
員
が
生
じ
る
２
０
２
５
年
度

に
向
け
て
検
討
中
」
と
し
つ
つ

も
、
「
他
県
の
動
向
も
踏
ま
え

検
討
」
と
す
る
な
ど
、
昨
年
度

の
総
務
部
長
交
渉
で
の
回
答
を

反
故
に
す
る
見
解
を
示
唆
し
た

こ
と
か
ら
、
交
渉
団
か
ら
厳
し
く

反
論
。
確
実
な
改
善
を
求
め
た
。

　

高
齢
層
職
員
の
勤
務
意
欲
維

持
・
向
上
に
つ
い
て
、
「
更
な

る
対
応
を
検
討
中
。
次
回
交
渉
で

具
体
的
内
容
を
示
す
」
と
し
た
。

　

定
年
引
上
げ
後
の
60
歳
以
上

の
職
員
の
配
置
・
業
務
内
容
に

つ
い
て
、
「
身
上
調
書
に
よ
り

希
望
す
る
業
務
や
勤
務
公
所
、

家
庭
事
情
等
と
と
も
に
、
定
年

前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
の

任
用
希
望
、
高
齢
者
部
分
休
業

の
取
得
等
、
今
後
の
勤
務
意
向

も
併
せ
て
確
認
す
る
」
と
し

た
。

　

人
員
確
保
に
つ
い
て
、
「
来

年
度
も
含
め
定
年
退
職
者
が
生

じ
な
い
年
は
、
一
時
的
に
職
員

数
が
増
員
と
な
る
見
込
み
。
組

織
全
体
の
観
点
か
ら
配
置
を
検

討
す
る
」
と
し
た
。

　

超
勤
課
題
に
つ
い
て
、
「
超

勤
予
算
の
年
度
内
所
要
額
の
確

次
回
総
務
部
長
交
渉
に
向
け

　
　
　
納
得
で
き
る
回
答
求
め
る

ヤ
マ
場
人
事
課
総
括
課
長
交
渉

確定闘争

11
・
１
地
公
共
闘

ヤ
マ
場
人
事
課
総
括
課
長
交
渉

内
丸
緑
地
ア
ピ
ー
ル
行
動
で
交
渉
団
を
後
押
し

務
的
に
検
討
。
期
末
手
当
と
勤

勉
手
当
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
常

勤
職
員
と
均
衡
が
必
要
」と
し
、

勤
勉
手
当
の
支
給
月
数
は
、「
常

勤
職
員
と
同
じ
２
・
０
月
」
と

回
答
し
た
。

　

高
齢
層
職
員
の
処
遇
改
善
に

つ
い
て
、「
知
事
部
局
で
は
更

な
る
対
応
を
検
討
し
、
事
務
的

に
詰
め
て
い
る
」と
回
答
し
た
。

　

定
年
引
上
げ
後
の
60
歳
超
職

員
と
、
再
任
用
職
員
と
の
賃
金

格
差
に
つ
い
て
、「
段
階
的
な

制
度
移
行
の
際
に
２
つ
の
制
度

の
混
在
は
必
ず
生
じ
る
。
理
解

保
に
向
け
精
査
中
」
と
し
た
。

各
職
場
の
実
情
に
即
し
た
予
算

の
確
保
を
求
め
た
。

　

勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
・
フ

レ
ッ
ク
ス
試
行
の
課
題
に
つ
い

て
は
、
交
渉
団
か
ら
「
想
定
さ

れ
る
課
題
や
導
入
根
拠
な
ど
提

案
に
な
り
得
て
い
な
い
」
と
指

摘
し
、
今
期
交
渉
か
ら
の
切
り

離
し
を
求
め
た
こ
と
に
対
し
、

「
総
務
部
長
交
渉
ま
で
に
こ
だ

わ
ら
ず
引
き
続
き
協
議
さ
せ
て

ほ
し
い
」
と
し
た
。

い
た
だ
き
た
い
」と
回
答
し
た
。

　

通
勤
手
当
に
つ
い
て
、「
皆

様
の
御
意
見
も
伺
い
な
が
ら
、

手
当
額
の
改
定
の
必
要
性
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
」
と

し
、
経
済
産
業
省
の
補
助
金
打

切
り
に
伴
う
ガ
ソ
リ
ン
価
格
急

上
昇
を
念
頭
に
、
確
定
闘
争
後

の
随
時
交
渉
の
余
地
を
残
し

た
。

　

夏
季
休
暇
の
使
用
可
能
期
間

に
つ
い
て
、「
６
月
か
ら
10
月

ま
で
の
２
か
月
間
拡
大
す
る
」

と
し
た
。

　

長
時
間
労
働
是
正
の
た
め
の

人
員
確
保
に
つ
い
て
、「
総
合

的
に
決
定
。
各
任
命
権
者
で
適

時
適
切
に
検
討
」と
回
答
し
た
。

【取得期間】
5日の範囲内

【おさえておきたいポイント】
〇活動の計画を明らかにする書類の提出を要します。

ゴミ拾い
ボランティア

11.２県職労

　自治労東北地連（東北6県+新潟県）の仲間と春闘期にむけた賃金学
習と職場実態討論を行う自治労東北地連青年女性春闘討論集会が下記
の日程で開催されます。
　各支部の青年婦人部員の積極的な参加をお願いします。

春闘とは？
　1955 年から始まった、各産業
別の労働組合が、一斉に賃金要
求を提出し、企業と交渉を行い、
回答を得るという一連の運動のことです。（毎年 2月～ 3月）
　我々公務員の賃金は、この春闘では直接決まりませんが、
春闘で決まった地場の賃金が県の人事委員会勧告（10 月）
に反映され、公務員の賃金にも影響することから、民間の仲
間と共闘しなければなりません。昔から春闘は、「総労働 対 
総資本」のたたかいであり、全国の労働組合が賃金闘争をし
ている「春闘期」に、我々自治労も連帯して、職場の勤務労
働条件改善のために取り組みを進めています。

日程
場所

12月16日（土）～17日（日）
福島県　福島市　飯坂温泉

自 治 労 東 北 地 連 青 年 女 性
春 闘 討 論 集 会 が 開 催 さ れ ま す

昨年度の春闘討論集会のようす



　

二
戸
支
部
は
10
月
31
日
、
定

期
大
会
を
開
催
し
た
。

　

佐
藤
支
部
長
か
ら
、
「
人
勧

の
結
果
は
納
得
の
い
く
も
の
と

な
っ
て
い
な
い
た
め
、
課
題
解

消
に
向
け
て
確
定
闘
争
へ
積
極

的
に
参
加
し
て
い
こ
う
」
と
あ

い
さ
つ
。
本
部
か
ら
藤
村
書
記

次
長
が
確
定
闘
争
に
触
れ
つ

つ
、
組
合
員
の
声
と
結
集
が
不

可
欠
で
あ
る
と
挨
拶
を
行
っ
た
。

　

そ
の
後
、
執
行
部
よ
り
賃

金
、
労
働
条
件
改
善
の
た
め
諸

手
当
を
は
じ
め
と
す
る
継
続
課

題
の
前
進
に
向
け
た
取
り
組

み
、
今
年
度
の
新
採
用
職
員
加

入
促
進
や
、
過
年
度
採
用
者
・

会
計
年
度
任
用
職
員
の
組
織
拡

大
の
取
り
組
み
と
、
職
場
環
境

改
善
へ
の
取
り
組
み
の
強
化
を

提
起
し
、討
論
を
経
て
確
立
し
た
。

　

最
後
に
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
と

し
て
「
支
部
・
分
会
一
体
と
な

っ
て
組
合
加
入
を
促
進
し
未
加

入
者
を
な
く
そ
う
」
「
分
会
活

動
を
積
極
的
に
展
開
し
、
支
部

活
動
の
充
実
を
図
ろ
う
」
「
23

確
定
闘
争
に
積
極
的
に
取
り
組

み
、
要
求
実
現
に
向
け
取
り
組

　

10
月
31
日
、
小
島
純
県
南
広

域
振
興
局
長
に
対
し
、
四
支
部

（
胆
江
・
花
巻
・
北
上
・
一
関
）

合
同
要
求
書
を
提
出
し
た
。
交

渉
に
は
、
胆
江
支
部
三
宅
支
部

長
、
阿
部
副
支
部
長
、
中
川
書

記
次
長
、
花
巻
支
部
樋
澤
支
部

長
、
北
上
支
部
藤
原
支
部
長
、

一
関
支
部
佐
藤
支
部
長
が
出

席
。
要
求
書
は
組
合
員
ア
ン
ケ
ー

ト
や
支
部
拡
大
闘
争
委
員
会
な
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連
合
岩
手
会
長
に
伊
藤
裕
一
さ
ん
就
任 ▲交渉に臨む県南四支部の交渉団

ど
の
討
論
を
経
て
ま
と
め
た
。

　

局
長
に
対
す
る
要
求
項
目

は
、「
広
域
振
興
局
体
制
の
課

題
」「
賃
金
・
諸
手
当
の
是
正
」

な
ど
10
項
目
。
緊
急
時
も
円
滑

に
業
務
を
進
め
る
た
め
に
は
広

域
体
制
の
見
直
し
が
必
要
で
あ

る
こ
と
、
広
域
化
に
よ
り
膨
大

に
な
っ
た
自
立
支
援
等
業
務
を

担
う
人
員
が
増
え
て
い
な
い
問

題
、
研
究
職
の
賃
金
改
善
を
訴

え
た
。
ま
た
、
会
計
年
度

任
用
職
員
の
乳
幼
児
介
助

休
暇
等
の
有
給
化
等
を
求

め
た
。

　

県
南
局
総
務
部
長
に
も

要
求
し
た
「
人
員
確
保
」

「
職
場
環
境
改
善
」
な
ど

８
項
目
に
つ
い
て
も
要

求
。
花
巻
・
北
上
合
庁
、

奥
州
分
庁
舎
に
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
が
な
い
た
め
、高
齢
・

障
が
い
の
あ
る
来
庁
舎
も

苦
労
し
て
い
る
実
態
を
示
し
な

が
ら
、
予
算
不
足
に
よ
り
設
置

不
可
と
の
回
答
に
対
し
て
、
概

算
額
な
ど
具
体
的
な
見
送
り
理

由
の
提
示
を
求
め
た
。
ま
た
、

全
庁
舎
の
冷
暖
房
設
備
設
置
と

適
切
な
運
用
、
各
地
区
の
職
員

公
舎
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
を
訴

え
た
。
さ
ら
に
、
鳥
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
等
へ
の
対
応
の
際
、
重

い
荷
物
が
多
く
女
性
が
多
い

チ
ー
ム
の
運
用
が
現
場
に
影
響

を
及
ぼ
す
こ
と
な
ど
、
大
変
な

状
況
に
あ
る
こ
と
を
伝
え
、
少

な
す
ぎ
る
人
員
体
制
で
や
り
く

り
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
緊
急

時
に
充
分
対
応
で
き
る
人
員
体

制
の
確
保
を
訴
え
た
。

　

小
島
局
長
か
ら
は
、「
空
調

シ
ス
テ
ム
等
の
問
題
か
ら
苦
労

さ
せ
て
い
る
こ
と
は
申
し
訳
な

い
」「
大
事
な
の
は
県
民
フ
ァ
ー

ス
ト
で
考
え
る
こ
と
」「
制
度

や
人
員
体
制
等
は
組
合
か
ら
の

要
求
を
受
け
、
き
ち
ん
と
要
求

し
て
き
た
が
、
変
わ
っ
て
こ
な

県南広域振興局長へ要求書を提出
10.31 県南四支部（胆江・花巻・北上・一関支部）合同・県南局長交渉

要求書への正式回答は 11 月 30 日予定

　

県
職
労
は
、11
月
１
日
付
で
、

気
仙
支
部
に
石
川
恵
さ
ん
を
臨

時
書
記
と
し
て
採
用
配
置
し
ま

し
た
。

　

組
合
員
が
主
役
の
組
合
活
動

を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
こ
れ
か
ら
も
皆
様
の
ご
支

援
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

日時：12月２日（土）
　　　14：00～ 16：00
会場：エスポワールいわて
　　　　　　　　　　　大・中ホール
講演：「反戦川柳人・鶴彬とその時代」
講師：塾長　佐高信さん（評論家）

参加希望者は各支部書記局に申込くだ
さい。

2023佐高信文化塾　第３回

か
っ
た
」「
訴
え
て
い
く
し
か

な
い
」
等
の
コ
メ
ン
ト
が
あ
っ

た
。
要
求
書
へ
の
正
式
な
回
答

は
11
月
30
日
の
予
定
。

　

今
夏
の
盛
岡
市
議
選
で
は
、

力
強
い
ご
支
援
を
頂
戴
し
、
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

２
期
目
最
初
の
定
例
会
と
な
っ

た
10
月
定
例
会
に
お
き
ま
し

て
、
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た

の
で
、
概
要
を
ご
報
告
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。　

今
議
会
で
は
、

①
生
活
困
窮
者
支

援
団
体
に
対
す
る

支
援
、
②
街
路
樹

の
管
理
、
③
Ｊ
Ｒ

ロ
ー
カ
ル
線
の
存

続
に
つ
い
て
、
当

局
の
姿
勢
を
質
し

ま
し
た
。　

　

こ
の
う
ち
、
「
生
活
困
窮
者

支
援
団
体
に
対
す
る
支
援
」
に

つ
い
て
は
、
物
価
高
騰
が
続

く
中
、
生
活
困
窮
者
の
相
談

に
当
た
っ
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

等
へ
の
運
営
費
へ
の
支
援
の
必

要
性
に
つ
い
て
質
し
ま
し
た
。

　

当
局
か
ら
は
、
「
生
活
困
窮

の
相
談
に
対
応
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
に
対
し
、
県
が
運
営
費
の
助

成
を
検
討
中
で
あ
り
、
当
市
と

し
て
も
適
切
に
対
応
す
る
」
と

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、10
月
、

県
人
事
委
員
会
が
月
例
給
・
一

時
金
と
も
に
「
２
年
連
続
の
引

き
上
げ
改
定
」
を
柱
と
す
る
勧

告
・
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

盛
岡
市
の
職
員
は
、
「
県
職

員
準
拠
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
県
職
労
に
お
け
る
労
使

交
渉
の
推
移
を
、
本
市
当
局
は

注
目
し
て
い
ま
す
。

　

賃
金
の
伸
び
が
物
価
高
騰
に

追
い
付
い
て
お
ら
ず
、
実
質
賃

金
の
引
下
げ
が
続
く
中
、
地
域

別
最
低
賃
金
の
格
差
も
拡
大
し

て
い
ま
す
。

　

自
治
体
労
働
者
の
地
域
別
給

与
格
差
を
拡
大
さ
せ
な
い
た
め

に
も
、
地
方
議
員
の
立
場
で
、

全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
所
存

で
す
。
今
後
と
も
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

も
う
」
を
確
認
し
団
結
ガ
ン
バ

ロ
ー
で
閉
会
し
た
。

職
場
の
実
態
を
踏
ま
え
た

　
　
人
員
配
置
等
を
求
め
て
い
く

10
・
31　

二
戸
支
部
で
定
期
大
会
を
開
催

　

連
合
岩
手
は
10
月
25
日
、
第

36
回
定
期
大
会
を
開
催
し
、
会

長
と
し
て
新
た
に
自
治
労
県
本

部
執
行
委
員
長
の
伊
藤
裕
一
さ

ん
（
宮
古
市
職
労
）
を
選
出
し

た
。
伊
藤
会
長
は
当
面
、
自
治

労
県
本
部
執
行
委
員
長
を
兼
任

す
る
。

　

伊
藤
会
長
は
、
就
任
翌
日
の

10
月
26
日
、
退
任
し
た
佐
々
木

秀
市
前
会
長
（
岩
手
高
教
組
）

と
と
も
に
県
職
労
本
部
に
あ
い

さ
つ
に
来
訪
し
、
全
国
単
独
最

下
位
と
な
っ
た
最
低
賃
金
の
東

北
各
県
と
の
格
差
解
消
、
来
年

の
春
闘
に
お
け
る
よ
り
踏
み
込

ん
だ
要
求
、
労
働
組
合
組
織
率

の
向
上
と
組
織
の
拡
大
等
に
つ

い
て
、
重
点
的
に
取
り
組
む
考

え
を
示
し
た
。

自
治
労
県
本
部
執
行
委
員
長
、
宮
古
市
職
労
出
身

▲県南局長（左）に要求書を手渡す樋澤花巻支部長、佐藤一関支部長、
三宅胆江支部長、藤原北上支部長（右から）

▲二戸支部の定期大会のようす

伊藤　裕一
連合岩手会長

２
期
目
初
の
定
例
会
を
終
え
て

野
中
や
す
し

　
　
　 

　
議
会
報
告

書
記
の
採
用
配
置

◆
石
川　

恵　

書
記
（
気
仙
支
部
）

11
月
１
日
採
用  


